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神奈川県立総合教育センター広報紙 

センターだより ６５号 

『1階ロビー・6階ラウンジをご利用ください』 

1階ロビーは、正面玄関を入って左側です。中央には陳列ケースが4台

（現在は教育図書室の貴重な資料）、壁側にはフォトスポット（高校生

の卒業制作）があります。他にも展示物・掲示物や各種チラシもありま

すので、どうぞお立ち寄りください。 

６階ラウンジは、「お昼の休憩時間に過ごす場所」として最適です。 

一人で、自販機のコップ一杯を飲みながら読書や眺望を楽しむ。

二人以上なら、研修の感想やそれぞれの学校の情報交換などの

会話を楽しむ。ぜひ「交流を図る場所」としてご利用ください。 

来所された際は 
センターに 

 【問合せ先】研修研究企画課  電話：（0466）81-１694[直通] 

 長期研修講座研究発表会の詳細は、各県立学校等
宛てにお知らせする他、センターウェブページに掲載
します。 

これまでの長期研究員の 

研究報告はこちら 

長期研究員とは？ 
 

 

長期研修講座研究発表会 
令和５年度 

15名の長期研究員が一年間取り組んだ教育研究の成果を発表します。 

校種・教科 

◆小学校３名（算数、体育、理科） 

◆中学校３名（社会、保健体育、技術・家庭【家庭分野】） 

◆高等学校７名（国語、公民、数学、保健体育、理科、外国語、農業） 

◆特別支援学校２名（支援教育） 

★ 
★ ★ ★ 

火 

３ ５ 
令和６年 

月 
日 

 総合教育センターで実施している「長期研修講座」の受講者を指します。喫緊の
教育課題や所属校等の課題解決に向けた教育研究に取り組んでいます。 

 長期研修講座は、神奈川県の学校教育の中核となる教員の育成を目的とした講座で、昭和40年から
令和４年度までに1048名の修了者を輩出しました。 



       

          

 

 

 

 

 

  

       

                                                                                                           

                                                                             

 「センターだより」についてのお問合せ 

 神奈川県立総合教育センター   広報情報課（０４６６）８１－１６７９[直通] グッタ 

⇒ 『研修体系の見直し』 を行います 

 免許更新制の廃止に伴い、教職員一人ひとりが研修観を転換し、自ら研修をデザインし、「主体的に学び続け

る教師」であることが求められています。 

 初任研に始まる基本研修のあり方を整理するとともに、国の動画コンテンツを取り入れるなど机上研修を拡

充して研修の選択肢を増やし、集合研修の内容を精選するなど、教職員の主体的な学びを支える環境を整え

ていきます。 

 これを受け、当センターでは研修体系を見直します。 

  
『自らが問いを立てて実践を

積み重ね、振り返り、次につ

なげていく探究的な学び』を

教師自らがデザインする 

３月頃に詳細を

お知らせします     

『自己研鑽のための研修』 
教育人材を育成するための 

さまざまな講座があります 

次年度に向けた紹介です 

受講してみませんか？ 

 本年度も、県内の幼稚園や小学校の実践発表、講義を通して、県内だけでなく全国の実践

を具体的に知ることができました。また、接続期におけるカリキュラム等の具体的なイメージ

を広げ、自園や自校の課題解決に結びつけることが期待できる講座となっていました。 

 次年度も、集合とオンラインによるハイブリット開催を予定していますので、幼稚園等や小

学校等の多くの方に今後も受講いただきたいと思います。 

自己研鑽のページは 

［担当：教育人材育成課 キャリア開発班］ 

（12月中旬実施） 

こちらです↓  本講座は、研究校による実践発表と、講師の講義をとおして、幼児期の教育と

小学校の教育の円滑な接続についての理解を深める講座です。 

 本講座は、小学校・中学校・中等教育学校・高等学校・特別支援学校の音楽を担当する教員を対象に歌唱、

器楽、鑑賞や創作の実践を通して「学習指導要領改訂のポイント」や「指導と評価の一体化」を踏まえた授業

づくりの具体について考える講座です。 

 歌唱や器楽、鑑賞、創作を実際に音を出したり演奏したりしながら考えていくことができます。また、育成を目

指す資質・能力の３つの柱が幼・小・中・高等学校で整理されたことから、他校種との情報交換や校種間の接

続を意識し、児童・生徒の音楽での学びを深めるために必要なことを協議する場面も設定しています。 

 受講者の方々からは「活動・体験の後に学習指導要領の話があるため分かり

やすく、子どもたちにも還元しやすい」「実際に自分で体験しながら実践的な内

容を学ぶことができるので有意義な研修だった」等の御意見・御感想をい

ただいています。 

 皆さんと一緒によりよい音楽の授業を考えていきましょう！ ［担当：教育人材育成課 キャリア推進班］ 

（８月上旬実施） 

〇『幼保こ小連携研修講座～幼児教育小学校教育の円滑な接続を目指して～』 

〇『音楽の授業づくり研修講座』            


